
 

昭島市 市民意識調査 
 

 概要版  
 

 

 市民意識調査概要版は、平成19年 7月に実施した「昭島市 市民意識調査」を要約した 

ものです。 

 

 

 

 

（１）調査地域       昭島市全域 
（２）調査対象       満 16歳以上の男女個人 

（３）標本数        1,000人 

（４）抽出方法       層化二段無作為抽出法 

（５）調査方法       郵送留め置き－訪問回収法 

（６）調査期間       平成 19年７月２日～17日 

（７）有効回収率      80.1％ 

 
 
 
 
 

 

（１）定住意向 

（２）暮らしの満足度 

（３）災害対策 

（４）公共交通 

（５）日常生活 

（６）地域活動・生涯学習 

（７）環境 

 

（８）都市景観 

（９）少子高齢化 

（10）広報 

（11）情報化 

（12）男女共同参画 

（13）市政・市役所 

 

 

 

平成 19年 10月 

昭 島 市 

～ 調査の概要 ～

～ 調査項目 ～ 
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調査の結果 

 

※本概要版を見る際の注意事項 

（１） 集計は、小数点第２位を四捨五入してある。したがって、数値の合計が100.0％にならない場合がある。 

（２） 基数となるべき実数（ｎ）は、設問に対する回答者数である。 

（３） 回答の比率（％）は、その質問の回答者数を基数として算出している。したがって、複数回答の設

問はすべての比率を合計すると100.0％を超えることがある。 

（４） 本文や図表中の選択肢表記は、場合によっては語句を短縮・簡略化している。 

 

 

調査回答者の属性 

 

【性別】 【年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【職業】 【居住年数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.852.2

n
801

女性 男性

（%）

3.6

14.0

16.9

15.4

17.2

16.9

16.1

0 10 20(%)

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

ｎ＝801 

9.6

3.1

11.1

19.4

56.4

0.4

0 20 40 60(%)

３年未満

３年～５年未満

５年～10年未満

10年～20年未満

20年以上

無回答

 

ｎ＝801 

0.1

6.0

27.0

2.6

3.4

13.7

19.1

19.9

5.4

2.5

0.4

0 10 20 30(%)

農林漁業 

自営業 

会社員・団体職員 

会社役員・団体役員 

公務員 

アルバイト・ 
パートタイマー 

家事専業 

無職 

学生 

その他 

無回答 

ｎ＝801 
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１ 定住意向 

（１）居住年数 

 居住年数20年以上の長期居住者が５割

台半ばを超えて最も高い。 

 

 

 

 

 

（２）定住意向 

 「今後とも住み続けたい」が７割に近

く最も高い。一方、「住み続けたいとは思

わない」は１割に満たない。 

 

 

 

（３）住み続けたい理由 

 「むかしから住んでいるから」が３割

台半ばを超え最も高い。以下「便利で暮

らしやすいから」が約３割、「緑が多く自

然環境が良いから」が２割強と続いてい

る。 

 

 

（４）住み続けたいとは思わない理由 

 「車や飛行機の騒音がうるさいから」

が約３割で最も高い。次いで「買い物や

交通が不便だから」が２割台半ば近くと

なっている。 

 

 

 

68.3 7.9 23.2 0.6

今
後
と
も 

住
み
続
け
た
い 

住
み
続
け
た
い 

と
は
思
わ
な
い 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

無
回
答 

（％）

ｎ 

（801） 

 

23.8 33.330.2 3.2 7.9 1.6

買
い
物
や
交
通
が

不
便
だ
か
ら 

車
や
飛
行
機
の 

騒
音
が
う
る
さ
い

か
ら 

自
然
環
境
が
悪
い

か
ら 

文
化
的
・
都
会
的

で
な
い
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

（％）

ｎ 

（63） 

 

36.7 6.930.7 21.4
2.6

0.4
1.3

む
か
し
か
ら 

住
ん
で
い
る
か
ら 

便
利
で
暮
ら
し 

や
す
い
か
ら 

緑
が
多
く
自
然 

環
境
が
良
い
か
ら 

親
切
で
あ
た
た
か

み
が
あ
る
か
ら 

歴
史
や
伝
統
が 

あ
る
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

（％）

ｎ 

（547） 

 

9.6 11.1 19.4 0.43.1 56.4

３
年
未
満 

３
年
～
５
年
未
満 

５
年
～
10
年
未
満 

10
年
～
20
年
未
満 

20
年
以
上 

無
回
答 

（％）

（801）

ｎ 

≪短期居住者≫ 
（12.7％） 

≪中期居住者≫ 
（30.5％） 

≪長期居住者≫ 
（56.4％） 
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２ 暮らしの満足度 

（１）暮らしの満足度 

 「非常に満足している」と「まあ満足

している」をあわせた≪満足（計）≫は

約７割となっている。 

 

 

 

 

（２）満足していない理由 

 「暮らし向きのこと」が３割に近く最

も高い。次いで「生活環境のこと」が１

割台半ばを超え、「仕事のこと」が１割台

半ば近くとなっている。 

 

 

 

３ 災害対策 

（１）災害に対しての備え 

 災害に対して日頃から備えていること

は、「懐中電灯や携帯ラジオ」が５割台半

ばを超えている。以下、「避難場所を確認

している」、「飲料水や食料」、「家族の緊

急連絡先を確認している」が３割前後で

続いている。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.5 14.9 8.8 5.3 13.6 16.2 4.4 4.8 3.5

暮
ら
し
向
き
の 

こ
と 

仕
事
の
こ
と 

健
康
の
こ
と 

家
族
の
こ
と 

住
ま
い
の
こ
と 

生
活
環
境
の
こ
と 

人
付
き
合
い
の 

こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

（％）

（228）

ｎ 

56.9

32.6

30.6

28.5

21.1

20.5

20.3

15.9

11.4

5.4

5.1

4.1

1.0

0.2

26.1

0.5

0 20 40 60

全　　体 ｎ＝801

（％）

懐中電灯や携帯ラジオ

避難場所を確認している

飲料水や食料

家族の緊急連絡先を確認している

消火器

救急医薬品

貴重品の管理

家具の転倒防止

カセットコンロ・固形燃料

建物の耐久性チェック

衣類

避難用のハシゴやロープ

ブロック塀の補強や改修

その他

何もしていない

無回答

 

7.2 63.7 24.5 4.0 0.6

非
常
に
満
足
し
て

い
る 

ま
あ
満
足
し
て
い

る あ
ま
り
満
足
し
て

い
な
い 

全
く
満
足
し
て
い

な
い 

無
回
答 

（％）

（801）

ｎ 

≪満足（計）≫ 
（70.9％） 

≪不満（計）≫ 
（28.5％） 
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（２）市の災害対策 

 災害時に昭島市がすべき対策は、「食

料・飲料水などの備蓄」が７割弱で最も

高い。次いで「正確・迅速な情報伝達」

が半数を超えており、以下「緊急時の負

傷者・病人などの救急・救命」、「避難場

所・避難道路などの整備」と続いている。

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 公共交通 

（１）バスの利用頻度 

 「よく利用する」、「時々、利用する」、

「雨の日には利用する」をあわせた≪利

用する（計）≫は２割台半ばで、「ほとん

ど利用しない」が７割台半ば近くを占め

る。 

 

 

 

（２）バスを利用しない理由 

 「他の交通手段を利用するから」が７

割に近く最も高い。次いで「近くにバス

路線、バス停留所がないから」が１割強

となっている。 

 

 

 

8.6 15.6 2.5 73.0 0.2

よ
く
利
用
す
る 

時
々
、
利
用
す
る 

雨
の
日
に
は 

利
用
す
る 

ほ
と
ん
ど 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

（％）

（801）

ｎ 

≪利用する（計）≫ 
（26.7％） 

 

69.3

51.1

38.3

31.8

29.6

23.7

12.7

10.0

6.6

4.4

2.2

1.4

0.7

0 20 40 60 80

全　　体 ｎ＝801

（％）

食料・飲料水などの備蓄

正確・迅速な情報伝達

緊急時の負傷者・病人などの救急・救命

避難場所・避難道路などの整備

高齢者・障害者など災害に弱い人への対策

水道や電気などの耐震強化

防災ボランティアの育成や受け入れ体制の整備

消防車や給水車の充実

建物の不燃化・耐震化

自主防災組織の整備充実

防災訓練の実施

その他

無回答

 

11.5 5.6 5.6 68.0 5.82.2 1.2

近

く

に

バ

ス

路

線
、
バ
ス
停
留
所

が
な
い
か
ら 

希
望
す
る
路
線
が

な
い
か
ら 

バ
ス
は
時
間
が 

不
規
則
だ
か
ら 

料
金
が
高
い
か
ら 

他
の
交
通
手
段
を

利
用
す
る
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

（％）

（585）

ｎ 
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（３）駅のバリアフリー化による利便性の向上 

 市内の各駅のバリアフリー化による利

便性は、「大いに向上した(エレベーター、

エスカレーター等を利用している)」と

「やや向上した」をあわせた≪向上した

（計）≫は６割台半ば近くとなっている。

また、「エレベーター、エスカレーター等

を利用しないので変わらない」は１割台

半ばを超え、「駅を利用しないのでわから

ない」は１割台半ばとなっている。 

 

（４）バリアフリー化による駅の利用意向 

 「駅を利用しないのでわからない」と

答えた方に、バリアフリー化された駅の

利用意向を聞いたところ、「主な交通手段

として積極的に利用したい」と「外出の

機会には利用してみたい」をあわせた≪

利用したい（計）≫は４割台半ばを超え

ている。一方、「利用しようとは思わない」

は２割となっている。 

 

 

５ 日常生活 

（１）地元商店の利用頻度 

 「月に一度くらいは利用している」が２

割強、「週に一度くらいは利用している」が

約２割となっている。一方、「利用していな

い」が４割台半ば近い。 

 

 

（２）クーリングオフ制度の認知度 

 「制度を利用したことがある」、「利用

したことはないが、知っている」をあわ

せた≪知っている（計）≫が９割台半ば

近い。一方「制度のことを知らない」は

１割に満たない。 

 

 

0.8 45.8 20.0 25.87.5

主
な
交
通
手
段
と
し

て
積
極
的
に
利
用
し

た
い 

外
出
の
機
会
に
は
利

用
し
て
み
た
い 

利
用
し
よ
う
と
は
思

わ
な
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

（％）

（120）

ｎ 

≪利用したい（計）≫ 
（46.6％） 

 

23.8 39.3 17.7 15.03.5 0.6

大
い
に
向
上
し
た

(

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
等
を

利
用
し
て
い
る) 

や
や
向
上
し
た 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
等
を

利
用
し
な
い
の
で
変

わ
ら
な
い 

向
上
し
て
い
な
い 

駅
を
利
用
し
な
い
の

で
わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

（％）

（801）

ｎ 

≪向上した（計）≫

（63.1％） 

 

12.0 20.2 22.0 43.8 1.7 0.2

二
日
に
一
度
は
利

用
し
て
い
る 

週
に
一
度
く
ら
い

は
利
用
し
て
い
る 

月
に
一
度
く
ら
い

は
利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て
い
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

（％）

（801）

ｎ 

 

7.7 85.6 6.1 0.5

制
度
を
利
用
し
た

こ
と
が
あ
る 

利
用
し
た
こ
と
は

な
い
が
、
知
っ
て

い
る 

制
度
の
こ
と
を
知

ら
な
い 

無
回
答 

（％）

（801）

ｎ 

≪知っている（計）≫ 
（93.3％） 
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６ 地域活動・生涯学習 

（１）地域活動の状況 

 「自治会、子ども会、老人クラブなど

の活動」が２割近く最も高い。次いで「ス

ポーツ・レクリエーション活動」が１割

弱となっている。一方、「していない」が

６割台半ば近くとなっている。（複数回

答） 

 

 

 

 

 

 

（２）市民活動のために市が力を入れるべきこと 

 「活動のための情報の提供」が４割強

で最も高い。以下「活動場所の提供」、「活

動に必要な機材や資金的援助」、「活動に

必要な研修会や講習会の開催」と続いて

いる。（複数回答） 

 

 

 

 

 

（３）スポーツやレクリエーションを親しむ程度 

 「一週間に一回はしている」が２割台

半ばを超え、次いで「毎日している」が

１割強となっている。一方、「ほとんどし

ていない」は半数を超える。 

 

 

 

 

18.1

9.6

6.4

5.7

3.4

1.6

1.1

0.6

1.7

64.7

1.4

0 20 40 60 80

全　　体 ｎ＝801

（％）

自治会、子ども会、老人クラブなどの活動

スポーツ・レクリエーション活動

ＰＴＡや父母会活動

音楽、美術、趣味などの文化芸術活動

福祉などのボランティア活動

リサイクル、自然保護、緑化などの団体活動

防災、消防団活動

消費者活動や女性団体の活動

その他の活動

していない

無回答

 

41.8

28.6

20.6

19.2

8.2

0.9

27.7

2.4

0 10 20 30 40 50

全　　体 ｎ＝801

（％）

活動のための情報の提供

活動場所の提供

活動に必要な機材や資金的援助

活動に必要な研修会や講習会の開催

活動中の事故に対する保険制度

その他

わからない

無回答

 

12.2 26.1 7.5 51.3 1.7 1.1

毎
日
し
て
い
る 

一
週
間
に
一
回
は

し
て
い
る 

月
に
一
回
は
し
て

い
る 

ほ
と
ん
ど
し
て
い

な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

（％）

（801）

ｎ 
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（４）芸術鑑賞経験の有無 

 この１年間の芸術鑑賞経験については、

「鑑賞したことがある」が４割台半ばを

超えて最も高い。一方、「興味はあるが、

機会がない」が２割強、「興味がない」が

１割台半ば、「近くで鑑賞する機会があれ

ば、鑑賞したい」が１割台半ば近くとな

っている。 

 

 

７ 環境 

（１）昭島でのホタル鑑賞の認知度 

 昭島でホタル鑑賞ができることについ

ては、「知っている（見たことがある）」

と「知っている（見たことがない）」をあ

わせた≪知っている（計）≫は約７割と

なっている。一方、「知らなかった」は約

３割となっている。 

 

 

（２）地球温暖化への関心度 

 「非常に関心がある」と「ある程度関

心がある」をあわせた≪関心がある（計）

≫は８割台半ば近くとなっている。一方

「あまり関心がない」と「全く関心がな

い」をあわせた≪関心がない（計）≫は

１割強となっている。 

 

 

（３）地球温暖化防止への取り組み 

 地球温暖化に関心がある人に防止活動

への意欲を聞いたところ、「多少、生活に

不自由を感じても積極的に取り組みた

い」と「出来る部分があれば取り組みた

い」をあわせた≪取り組みたい（計）≫

は９割台半ば近くなっている。 

 

 

25.5 58.1 10.9

0.9

3.5 1.2

非
常
に
関
心
が
あ
る 

あ
る
程
度
関
心
が
あ

る あ
ま
り
関
心
が
な
い 

全
く
関
心
が
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

（％）

（801）

ｎ 

≪関心がある（計）≫ 
（83.6％） 

≪関心がない（計）≫ 
（11.8％） 

 

29.7 39.5 30.3 0.5

知
っ
て
い
る
（
見
た

こ
と
が
あ
る
） 

知
っ
て
い
る
（
見
た

こ
と
が
な
い
） 

知
ら
な
か
っ
た 

無
回
答 

（％）

（801）

ｎ 

≪知っている（計）≫ 
（69.2％） 

 

46.3 21.1 14.7 15.0 1.9 1.0

鑑
賞
し
た
こ
と
が
あ

る 興
味
は
あ
る
が
、
機

会
が
な
い 

近
く
で
鑑
賞
す
る
機

会
が
あ
れ
ば
、
鑑
賞

し
た
い 

興
味
が
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

（％）

（801）

ｎ 

 

19.7 74.3 2.8

1.9

1.0

0.1

多
少
、
生
活
に
不
自

由
を
感
じ
て
も
積
極

的
に
取
り
組
み
た
い 

出
来
る
部
分
が
あ
れ

ば
取
り
組
み
た
い 

生
活
に
不
自
由
を
感

じ
る
な
ら
取
り
組
み

た
く
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

取
り
組
む
こ
と
は
難

し
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

（％）

（669）

ｎ 

≪取り組みたい（計）≫ 
（94.0％） 

≪取り組みたくない（計）≫ 
（4.7％） 
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８ 都市景観 

（１）街並みの美しさ 

 昭島の街並みについては、「たいへん美

しいと思う」と「まあまあ美しいと思う」

をあわせた≪美しいと思う（計）≫が３

割近くとなっており、「美しいとは思わな

い」を14ポイント上回る。また、「普通で

ある」が５割強となっている。 

 

 

（２）昭島らしい街並みや景観 

 「多摩川」が４割強、「国営昭和記念公

園」が約４割と高くなっている。以下「湧

き水のあるところ」、「玉川上水」が約３

割で続いている。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 少子高齢化 

（１）子育てをしやすい環境づくりに必要なこと 

 「保育所、児童館などの施設の充実」

が約６割、「子育ての経済的負担の軽減」

が６割近くで高くなっている。（複数回

答） 

 

 

 

 

 

 

3.7 24.8 52.8 14.1
1.2

2.4
0.9

た
い
へ
ん
美
し
い

と
思
う 

ま
あ
ま
あ
美
し
い

と
思
う 

普
通
で
あ
る 

美
し
い
と
は
思
わ

な
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

（％）

（801）

ｎ 

≪美しいと思う（計）≫

（28.5％） 

 

42.9

40.2

31.0

30.3

23.2

16.1

10.9

6.4

3.4

5.0

0 10 20 30 40 50

全　　体 ｎ＝801

（％）

多摩川

国営昭和記念公園

湧き水のあるところ

玉川上水

昭和公園

昭島駅前

中神坂などの旧道

拝島公園

その他

無回答

 

60.5

59.1

35.2

32.2

27.0

24.2

12.7

2.9

4.1

0 20 40 60 80

全　　体 ｎ＝801

（％）

保育所、児童館などの施設の充実

子育ての経済的負担の軽減

公園など子どもの遊びのための環境整備

保育時間延長などのサービスの充実

子育てに関する相談・支援体制の整備

育児休業制度の充実

母と子の健康の維持増進

その他

無回答
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（２）老後について最も不安を感じること 

 「年金などの収入が安定して得られる

かどうか」が３割台半ば近くで最も高い。

次いで「健康でいられるかどうか」、「介

護が必要になったとき、必要な介護を受

けられるかどうか」が２割台半ばとなっ

ている。 

 

 

（３）高齢者のために重要な施策 

 「医療制度・医療施設の充実」が約６

割、「年金制度の充実」が６割近くで高く

なっている。以下「ホームヘルプサービ

スなど在宅介護サービスの充実」、「特別

養護老人ホームなど施設介護サービスの

充実」、「地域で高齢者を見守る体制の充

実」と続いている。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 広報 

（１）「広報あきしま」に求める内容 

 「市からのお知らせ・催し」が８割強

で最も高くなっている。以下「シリーズ

あきしま豆知識（歴史や自然などの紹

介）」、「シリーズ昭島の行政こんな取り組

み」、「市民の広場（サークルの会員募集・

催し）」、「市民の方からの投稿記事（昭島

の口コミ情報）」と続いている。（複数回

答） 

 

 

 

82.5

46.9

45.7

39.3

39.3

34.5

25.5

25.2

12.2

2.2

4.0

0 20 40 60 80 100

全　　体 ｎ＝801

（％）

市からのお知らせ・催し

シリーズあきしま豆知識
（歴史や自然などの紹介）

シリーズ昭島の行政こんな取り組み

市民の広場（サークルの会員募集・催し）

市民の方からの投稿記事（昭島の口コミ情報）

市内の商店の紹介

官公署だより

サークルなどの市民団体や活躍している
市民の方の紹介

市民記者の記事

その他

無回答

 

60.5

59.7

29.3

28.3

20.5

19.1

15.6

12.5

10.1

10.0

7.6

0.9

1.2

0 20 40 60 80

全　　体 ｎ＝801

（％）

医療制度・医療施設の充実

年金制度の充実

ホームヘルプサービスなど
在宅介護サービスの充実

特別養護老人ホームなど
施設介護サービスの充実

地域で高齢者を見守る体制の充実

雇用の機会の拡充

高齢者向け住宅の建設など
住宅対策の充実

スポーツ、趣味活動や教養講座など
生きがい対策の充実

経験と能力を生かした社会奉仕活動の促進

高齢者が利用する施設のバリアフリー化、
低床バスなどの導入の推進

相談員など相談機関の充実

その他

無回答

 

25.7 4.6 4.9 25.1 34.53.4

0.7

1.1

健
康
で
い
ら
れ
る
か

ど
う
か 

生
き
が
い
を
も
て
る

か
ど
う
か 

ひ
と
り
暮
ら
し
に
な

る
こ
と 

働
く
場
所
が
あ
る
か

ど
う
か 

介
護
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
、
必
要
な
介
護
を

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か 

年
金
な
ど
の
収
入
が

安
定
し
て
得
ら
れ
る

か
ど
う
か 

そ
の
他 

無
回
答 

（％）

（801）

ｎ 
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11 情報化 

（１）ＩＴ利用度 

 「携帯電話やＰＨＳを使っている」が

７割弱で最も高い。以下「家庭でパソコ

ンを使っている」、「職場や学校でパソコ

ンを使っている」と続いている。（複数回

答） 

 

 

 

12 男女共同参画 

（１）男女の地位 

 「対等」が「ウ 教育の場」で６割台

半ばを超え最も高くなっており、次いで

「エ 社会活動の場では」、「キ 余暇活

動では」で４割台半ばを超えている。「女

性が優遇」と「やや女性が優遇」をあわ

せた≪女性が優遇（計）≫では、「キ 余

暇生活では」で２割台半ばと最も高く、

次いで「ア 家庭生活」で２割強となっ

ている。「男性が優遇」と「やや男性が優

遇」をあわせた≪男性が優遇（計）≫で

は、「イ 職場では」、「カ しきたりや習

慣では」で６割強と高くなっている。 

 

 

 

（２）女性の社会参画や地位向上に必要なこと 

 「育児休業制度の普及や労働条件の改

善など、女性が働きやすい環境をつくる」

が５割弱で最も高い。以下「就労をはじ

めとする女性の社会進出に対応するため、

保育や高齢者の介護など社会環境を整備

する」、「男女の性による役割分担の意識

や、それに基づく社会的な習慣を改める」

が３割前後で続いている。（複数回答） 

 

 

ア 家庭生活では

イ 職場では 

ウ 教育の場では

エ 社会活動の場
では 

オ 法律や制度で
は 

カ しきたりや習
慣では 

キ 余暇生活では

ク 全体としては

7.7

20.8

66.9

47.2

45.1

25.0

46.7

42.1

30.2

30.7

42.8

17.6

40.2

8.1

6.9

4.1

6.5

7.6

6.5

5.9

5.9

5.0

2.0

0.9

1.4

1.7

4.9

0.9

1.2

6.7

7.2

6.9

6.0

5.4

14.9

4.4 25.3

36.7

41.7

27.6

14.5

20.6

2.0

18.6

9.5

5.0

6.7

7.9

女
性
が
優
遇 

や
や
女
性
が
優
遇 

対
等 

や
や
男
性
が
優
遇 

男
性
が
優
遇 

無
回
答 

（％）ｎ=801 

≪女性が優遇（計）≫ 
 

≪男性が優遇（計）≫ 

 

49.2

33.3

28.5

17.0

9.1

8.7

7.9

7.9

4.7

1.5

7.4

2.6

0 10 20 30 40 50

全　　体 ｎ＝801

（％）

育児休業制度の普及や労働条件の改善など、
女性が働きやすい環境をつくる

就労をはじめとする女性の社会進出に対応するた
め、保育や高齢者の介護など社会環境を整備する

男女の性による役割分担の意識や、
それに基づく社会的な習慣を改める

女性の就労機会の拡大を図る

女性の自立を高めるため、学習活動の機会や
場の充実を図る

家庭及び学校において男女共同参画社会に
ついての教育を推進していく

生涯を通じた女性の健康支援を推進する

配偶者からの暴力、仕事や家庭の問題に
ついての相談窓口を充実する

各種審議会などへの女性の登用を促進する

その他

わからない

無回答

 

69.2

47.8

36.5

17.2

2.0

10.0

2.1

0 20 40 60 80

全　　体 ｎ＝801

（％）

携帯電話やＰＨＳを使っている

家庭でパソコンを使っている

職場や学校でパソコンを使っている

今は使っていないが、パソコンを使ってみたい
と思っている

その他

わからない

無回答
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13 市政・市役所 

（１）市政への関心度 

 「非常に関心がある」と「ある程度関

心がある」をあわせた≪関心がある（計）

≫が６割強となっている。一方、「あまり

関心がない」と「全く関心がない」をあ

わせた≪関心がない（計）≫が３割台半

ばを超えている。 

 

 

（２）市政に関心がない理由 

 「市政は誰がやっても同じだから」が

４割弱で最も高い。以下「政治のことは

難しくてよくわからないから」、「市政の

ことを考える時間がないから」と続いて

いる。 

 

 

（３）市民の声の市政への反映度 

 「よく反映している」と「まあまあ反

映している」をあわせた≪反映している

（計）≫が２割強となっている。一方、

「あまり反映していない」と「ほとんど

反映していない」をあわせた≪反映して

いない（計）≫は、４人に１人の割合と

なっている。また、「どちらともいえない」

は３割近くなっている。 

 

 

 

8.6 52.6 30.5 6.5 1.9

非
常
に
関
心
が
あ

る あ
る
程
度
関
心
が

あ
る 

あ
ま
り
関
心
が
な

い 全
く
関
心
が
な
い 

無
回
答 

（％）

（801）

ｎ 

≪関心がある（計）≫ 
（61.2％） 

≪関心がない（計）≫ 
（37.0％） 

 

12.5 20.9 23.3 39.9 3.0 0.3

自
分
の
生
活
に
あ

ま
り
関
係
が
な
い

か
ら 

市
政
の
こ
と
を
考

え
る
時
間
が
な
い

か
ら 

政
治
の
こ
と
は
難

し
く
て
よ
く
わ
か

ら
な
い
か
ら 

市
政
は
誰
が
や
っ

て
も
同
じ
だ
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

（％）

（296）

ｎ 

 

2.2 20.3 17.7 28.1 21.38.1 1.7

よ
く
反
映
し
て
い

る ま
あ
ま
あ
反
映
し

て
い
る 

あ
ま
り
反
映
し
て

い
な
い 

ほ
と
ん
ど
反
映
し

て
い
な
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

（％）

（801）

ｎ 

≪反映している（計）≫

（22.5％） 
≪反映していない（計）≫ 

（25.8％） 
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（４）市政への参画・協働のための方法 

 「市による各種アンケート」が４割台

半ばを超えて高くなっている。以下「各

種ボランティア活動への参加」、「市長と

の懇談会や対話集会」、「市長への手紙な

ど」と続いている。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

（５）市役所の窓口サービス 

 市役所の窓口サービスについては、「良

い」と「悪い」がそれぞれ１割強で、「普

通」が４割台半ば近くと最も高い。 

 

 

 

 

（６）窓口サービスが悪いと感じた理由 

 「職員の態度や言葉づかいが悪かった」

が５割近くで最も高くなっている。以下

「一つの窓口で用が済まず面倒だった」、

「職員の説明等が分かりづらかった」と

続いている。 

 

 

 

 

 

 

2.0 11.118.2 4.0 48.5 12.1 4.0

ど
の
窓
口
か
わ
か

ら
な
か
っ
た 

一
つ
の
窓
口
で
用

が
済
ま
ず
面
倒
だ

っ
た 

時
間
が
か
か
っ
た 

職
員
の
態
度
や
言

葉
づ
か
い
が
悪
か

っ
た 

職
員
の
説
明
等
が

分
か
り
づ
ら
か
っ

た そ
の
他 

無
回
答 

（％）

ｎ 

（99） 

 

12.4 16.116.4 41.4 12.4 1.4

良
い 

ま
あ
ま
あ
で
あ
る 

普
通 

悪
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

（％）

ｎ 

（801） 

 

47.6

26.7

17.1

13.6

9.6

8.0

5.5

0.9

27.6

3.2

0 10 20 30 40 50

全　　体 ｎ＝801

（％）

市による各種アンケート

各種ボランティア活動への参加

市長との懇談会や対話集会

市長への手紙など

公募による審議会などの委員

事業実施のための実行委員会

参画・協働したくない

その他

わからない

無回答
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